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全国の病院で院外処方箋に検査値を表示する取り組みが進んでいます｡ 九州地区では九州大

学病院, 熊本大学病院, 琉球大学病院, 大牟田天領病院などの病院が, 平成��年に院外処方箋
に検査値を表示する取り組みをスタートさせました｡ 鹿児島県内では鹿児島大学病院が, 平成��年�月よりがん化学療法患者を対象として院外処方箋に検査データを添付して渡すようにな
り, 平成��年��月�日からは今給黎総合病院と昭和会クリニックが検査値付き院外処方箋の発
行を開始しました｡

多くの保険薬局では, 来局する患者の情報がほとんど把握できていない中で処方監査を行い

服薬指導する状況となっています｡ 平成��年�月, 鹿児島市薬剤師会, 鹿児島県病院薬剤師会
と鹿児島市医師会との共催で開催した第�回鹿児島医薬連携シンポジウムでは, 保険薬局の薬
剤師から ｢患者情報が少ない, 検査値などの情報があると助かる｣ との意見が多く出されまし

た｡ このような背景をふまえ鹿児島市医師会病院では, 検査値を表示した院外処方箋の発行に

ついて検討することとなり, 業務委員会で審議を重ねた結果, 検査情報を記載した院外処方箋

の発行が了承されることとなりました｡

検査情報が記載された院外処方箋の様式は下記のとおりです｡ 表示する検査値は京都大学病
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院の院外処方箋に表示されている��項目 [白血球数, 好中球数, 血色素量, 血小板数, ���
(���), ���(���), 総ビリルビン, アルブミン, �, クレアチニン, 推算���(����), ���
(定量), ��(���), ������, ヘモグロビン���(����)] に好中球とアルブミンを加えた��
項目とし, 過去�カ月以内に測定された直近の値としました｡ 処方箋は��版で北海道大学病院
のものを採用しました｡ 検査値を表示するにあたって費用は発生しておりません｡

運用は平成��年�月�日より開始しました｡ �月�日には保険薬局への周知も兼ねて, 鹿児島市
医師会館大会議室で第�回医薬連携シンポジウムを開催しました｡ ｢検査値付き院外処方箋の発
行｣ ｢検査値付き院外処方箋を受け取ったときの対応｣ ｢検査値の活用｣ と題したテーマで�人
の演者に講演していただき, ���人を超える医師, 薬剤師の方々に参加していただきました｡
院外処方の利点として処方を出す病院側の薬剤師と調剤を行う保険薬局側の薬剤師が処方を

お互いに監査するダブルチェック体制がとれるという点があげられます｡ そして院外処方箋に

検査値を表示することでさらに充実した監査が可能となります｡ これまでに行っていた用法,

用量, 配合変化, 併用禁忌, 疾患禁忌, 投与日数制限, 休薬期間, 適応, 重複投与, 保険上の

投与量制限などに加え, 臓器機能に応じた適正な薬物投与量の調節, 検査値異常を示す病態へ

の投与禁忌回避, 定期検査を必要とする薬剤の検査実施状況の確認などが可能となってきます｡

確認するときには, �回の測定値で判断せず, 経時的な変化, 病態, 他の検査値との関連も考
慮することが重要になってきます｡ 副作用を示す検査値を確認することで副作用の防止や早期

発見にもつながります｡ また効果を示す検査値を活用することで有効な服薬指導にも応用でき

ます｡

しかし検査値を表示することに対する課題もあります｡ 全ての医療機関が検査値を表示して

いない, 患者が薬局薬剤師に検査値を見せる意義を理解していない, 検査値を使った処方監査

に時間がかかる, 疑義照会が増加する, 疑義照会に対する医師の理解が得られない場合がある,

検査値の判断基準に個人差がでる, 検査値に対する患者からの質問が増加する, 検査値を有効

に活用するための研修会の開催が必要になってくるなどです｡

外来処方箋の発行率が��％を超えた現在では, 保険薬局の薬剤師は外来薬物療法の一翼を大
きく担っています｡ これから検査値を処方箋に記載する医療機関はますます増加してくると思

われます｡ そして処方医, 病院薬剤師と保険薬局薬剤師との医薬連携がさらに重要となってき

ます｡ これから薬剤師は病院勤務, 保険薬局勤務を問わず, 検査値を活用した薬学的管理能力

を身につけていかなければなりません｡

院外処方箋に検査値を表示する取り組みが, 処方監査と疑義照会の質を向上させ, 副作用の

早期発見と有効な服薬指導につながっていき, そして患者にとって安全で質の高い薬物療法へ

と結びついていくことを願っています｡

(鹿児島市医師会病院 薬剤部長 寺師 守彦)


